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(57)【要約】

【課題】

　代謝プロファイルテストに基づく牛群診断を支援するシステムを提供する。

【解決手段】

　代謝プロファイルテストのデータを取得するデータ取得部と、前記データに含まれる逸

脱項目を検出する検出部と、検出された逸脱項目またはその組合せに基づき、代謝プロフ

ァイルテストの対象となったウシ個体に逸脱項目またはその組合せに係る解釈を対応付け

る解析部と、解析部による解析結果を出力する出力部とを備える、代謝プロファイルテス

トに基づく牛群診断を支援するシステム。

【選択図】なし 10



(2) JP  2017-181310  A   2017.10.5

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト に 基 づ く 牛 群 診 断 を 支 援 す る シ ス テ ム で あ っ て 、

代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ を 入 力 す る デ ー タ 入 力 部 と 、

前 記 デ ー タ に 含 ま れ る 逸 脱 項 目 を 検 出 す る 検 出 部 と 、

検 出 さ れ た 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 基 づ き 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の 対 象 と な っ た

ウ シ 個 体 に 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 係 る 解 釈 を 対 応 付 け る 解 析 部 と 、

解 析 部 に よ る 解 析 結 果 を 出 力 す る 出 力 部 と

を 備 え る 前 記 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ２ 】

　 検 出 さ れ た 逸 脱 項 目 、 お よ び ／ ま た は 、 対 応 付 け ら れ た 解 釈 が 牛 群 に 係 る も の か を 判 定

す る 判 定 部 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ３ 】

解 析 部 が 、 判 定 部 に よ り 判 定 さ れ た 牛 群 に 係 る 逸 脱 項 目 も し く は そ の 組 合 せ 、 お よ び ／ ま

た は 、 牛 群 に 係 る 解 釈 に 基 づ き 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の 対 象 と な っ た 牛 群 に 解 釈 を 対

応 付 け る 機 能 を 有 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ４ 】

　 デ ー タ 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ か ら 、 検 査 項 目 の 牛 群 に

お け る 平 均 値 を 算 出 す る 平 均 値 算 出 部 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記

載 の シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ５ 】

　 入 力 さ れ た 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ を 記 憶 す る デ ー タ 記 憶 部 、 検 出 さ れ た 逸 脱

項 目 を 記 憶 す る 逸 脱 項 目 記 憶 部 、 解 析 部 が 出 力 す る 解 析 結 果 を 記 憶 す る 解 析 結 果 記 憶 部 、

平 均 値 算 出 部 が 算 出 し た 平 均 値 を 記 憶 す る 平 均 値 記 憶 部 、 検 査 項 目 の 基 準 値 を 記 憶 す る 基

準 値 記 憶 部 、 お よ び ／ ま た は 、 逸 脱 項 目 と こ れ に 対 応 す る 解 釈 と を 記 憶 す る 解 釈 記 憶 部 を

さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ６ 】

　 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ に 含 ま れ る 検 査 項 目 の 測 定 値 、 該 検 査 項 目 の 基 準 値 お

よ び ／ ま た は 基 準 範 囲 、 お よ び 、 該 検 査 項 目 の 牛 群 に お け る 平 均 値 か ら な る 群 か ら 選 択 さ

れ る 項 目 を 表 示 し た 診 断 図 を 作 成 す る 診 断 図 作 成 部 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず

れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ７ 】

　 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト に 基 づ く 牛 群 診 断 を 支 援 す る 方 法 で あ っ て 、

代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ に 含 ま れ る 逸 脱 項 目 を 検 出 す る 工 程 と 、

検 出 さ れ た 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 基 づ き 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の 対 象 と な っ た

ウ シ 個 体 に 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 係 る 解 釈 を 対 応 付 け る 工 程 と

を 含 む 前 記 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 検 出 さ れ た 逸 脱 項 目 、 お よ び ／ ま た は 、 対 応 付 け ら れ た 解 釈 が 牛 群 に 係 る も の か を 判 定

す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 牛 群 に 係 る 逸 脱 項 目 も し く は そ の 組 合 せ 、 お よ び ／ ま た は 、 牛 群 に 係 る 解 釈 に 基 づ き 、

代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の 対 象 と な っ た 牛 群 に 解 釈 を 対 応 付 け る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求

項 ８ に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ か ら 、 検 査 項 目 の 牛 群 に お け る 平 均 値 を 算 出 す る 工 程

を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ７ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ に 含 ま れ る 検 査 項 目 の 測 定 値 、 該 検 査 項 目 の 基 準 値 お

よ び ／ ま た は 基 準 範 囲 、 お よ び 、 該 検 査 項 目 の 牛 群 に お け る 平 均 値 か ら な る 群 か ら 選 択 さ

10

20

30

40

50



(3) JP  2017-181310  A   2017.10.5

れ る 項 目 を 表 示 し た 診 断 図 を 作 成 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ７ ～ １ ０ の い ず れ か 一 項

に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ を 取 得 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ７ ～ １ １ の い ず

れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 対 応 付 け ら れ た 解 釈 、 検 査 項 目 の 測 定 値 、 検 査 項 目 の 基 準 値 お よ び ／ ま た は 基 準 範 囲 、

検 査 項 目 の 牛 群 に お け る 平 均 値 、 お よ び 、 診 断 図 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 項 目 を 出 力 す

る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ７ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 請 求 項 ７ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の プ ロ グ

ラ ム 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し た 記 憶 媒 体 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト に 基 づ く 牛 群 診 断 を 支 援 す る シ ス テ ム 、 方 法 お よ び

プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 乳 牛 は 飼 料 を 摂 取 し 、 栄 養 分 を 消 化 吸 収 し 、 こ れ を 体 内 で 代 謝 し た の ち 、 乳 生 産 や 胎 子

発 育 な ど の 生 産 活 動 に 利 用 し て い る 。 入 力 と し て の 栄 養 摂 取 と 、 出 力 と し て の 生 産 と の 間

の バ ラ ン ス が と れ て い る と 、 乳 牛 は 代 謝 状 態 が 安 定 し た 健 康 な 状 態 に あ る が 、 こ の バ ラ ン

ス が 崩 れ る に つ れ 、 一 見 健 康 に 見 え る が 潜 在 的 異 常 と し て 代 謝 状 態 に 乱 れ が 生 じ 、 さ ら に

バ ラ ン ス が 完 全 に 崩 れ る と 代 謝 状 態 は 破 綻 し 、 臨 床 上 も 明 ら か な 異 常 が 現 れ 、 種 々 の 生 産

病 に 陥 る 。 こ の よ う な 生 産 病 を 防 ぐ に は 、 入 力 と 出 力 の バ ラ ン ス を 保 ち 続 け れ ば よ い が 、

か か る バ ラ ン ス を 評 価 す る 手 法 と し て 、 飼 料 給 与 診 断 が 入 力 の 適 否 の 判 断 に 、 乳 検 成 績 の

分 析 が 出 力 の 適 否 の 判 断 に 、 そ し て 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト （ Metabolic Profile Test

、 Ｍ Ｐ Ｔ ） が 、 代 謝 状 態 を 直 接 評 価 す る た め に そ れ ぞ れ 利 用 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 Ｍ Ｐ Ｔ は 、 Payneら （ 非 特 許 文 献 １ ） が 創 始 し た 血 液 検 査 を 中 心 と し た 牛 群 検 診 の 手 法

で あ り 、 当 初 は 乳 牛 に 用 い ら れ て い た が 、 近 年 で は 繁 殖 肉 牛 に も 用 い ら れ て い る （ 非 特 許

文 献 ２ ） 。 Ｍ Ｐ Ｔ で は 、 一 般 的 に 、 牛 群 か ら 一 部 の 個 体 を 選 定 し て 血 液 検 査 等 の 検 査 を 行

い 、 牛 群 の 健 康 お よ び 栄 養 状 態 を 科 学 的 数 値 デ ー タ に 基 づ い て 診 断 し 、 そ の 診 断 結 果 を 生

産 病 の 予 防 や 、 生 産 性 向 上 等 に 利 用 す る 。 Ｍ Ｐ Ｔ を 用 い る こ と に よ り 、 外 見 上 は 健 康 に 見

え て い る 動 物 か ら 、 代 謝 状 態 に 乱 れ が 生 じ て い る 潜 在 的 な 異 常 状 態 を 検 出 す る こ と が で き

、 早 期 に 対 策 を 講 じ る こ と で 生 産 病 の 予 防 が 可 能 と な り 、 ま た 、 飼 料 給 与 診 断 や 乳 検 成 績

の 分 析 で は 究 明 で き な か っ た 問 題 の 原 因 を 特 定 す る こ と も 可 能 と な る た め 、 そ の 活 用 が 広

が っ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 Payne et al. , Vet Rec. 1970;87(6):150-8

【 非 特 許 文 献 ２ 】 芝 野 健 一 、 家 畜 診 療 、 2015年 、 62巻 2号 、 71-80頁

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 Ｍ Ｐ Ｔ の 検 査 結 果 は 、 牛 群 に 関 す る 様 々 な 要 因 が 複 雑 に 影 響 し 合 っ た 結 果 が 反 映 さ れ た

も の で あ り 、 実 際 に 得 ら れ た 検 査 結 果 が ど の よ う な 意 義 を 持 つ か を 解 明 し 、 異 常 値 が ど の
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よ う な 原 因 に よ る も の か を 特 定 す る の は 容 易 な こ と で は な い が 、 こ の よ う な 判 断 は Ｍ Ｐ Ｔ

を 担 当 す る 獣 医 師 に 一 任 さ れ て い る の が 現 状 で あ る 。 こ の た め 、 同 じ 検 査 結 果 で あ っ て も

、 各 々 の 獣 医 師 の 経 験 や 知 識 等 の 違 い に よ り 、 得 ら れ る 結 論 が 異 な り 得 る と い う 問 題 が あ

っ た 。 ま た 、 Ｍ Ｐ Ｔ の 検 査 項 目 は 極 め て 多 岐 に わ た る た め 、 検 査 結 果 の 分 析 に は 多 大 な 時

間 お よ び 労 力 を 要 し 、 多 忙 な 獣 医 師 に と っ て 大 き な 負 担 と な っ て い た 。 さ ら に 、 Ｍ Ｐ Ｔ の

個 々 の 検 査 項 目 の 異 常 値 が ど の よ う な 原 因 に 起 因 し 得 る か に つ い て は 、 あ る 程 度 の 情 報 が

存 在 す る も の の 、 複 数 の 検 査 項 目 に 異 常 値 が 認 め ら れ る 検 査 結 果 の 評 価 手 法 に つ い て は 未

だ 確 立 さ れ た も の が な く 、 診 断 結 果 に ば ら つ き が 生 じ 易 い と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の ご と き 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 Ｍ Ｐ

Ｔ の 検 査 結 果 の 的 確 で 漏 れ の な い 分 析 を 迅 速 か つ 自 動 的 に 行 う こ と が で き る 、 Ｍ Ｐ Ｔ に 基

づ く 牛 群 診 断 を 支 援 す る シ ス テ ム 、 方 法 お よ び プ ロ グ ラ ム の 提 供 を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 以 下 の シ ス テ ム 、 方 法 お よ び プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。

（ １ ） 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト に 基 づ く 牛 群 診 断 を 支 援 す る シ ス テ ム で あ っ て 、

代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ を 入 力 す る デ ー タ 入 力 部 と 、

前 記 デ ー タ に 含 ま れ る 逸 脱 項 目 を 検 出 す る 検 出 部 と 、

検 出 さ れ た 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 基 づ き 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の 対 象 と な っ た

ウ シ 個 体 に 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 係 る 解 釈 を 対 応 付 け る 解 析 部 と 、

解 析 部 に よ る 解 析 結 果 を 出 力 す る 出 力 部 と

を 備 え る 前 記 シ ス テ ム 。

（ ２ ） 検 出 さ れ た 逸 脱 項 目 、 お よ び ／ ま た は 、 対 応 付 け ら れ た 解 釈 が 牛 群 に 係 る も の か を

判 定 す る 判 定 部 を さ ら に 備 え る 、 上 記 （ １ ） に 記 載 の シ ス テ ム 。

（ ３ ） 解 析 部 が 、 判 定 部 に よ り 判 定 さ れ た 牛 群 に 係 る 逸 脱 項 目 も し く は そ の 組 合 せ 、 お よ

び ／ ま た は 、 牛 群 に 係 る 解 釈 に 基 づ き 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の 対 象 と な っ た 牛 群 に 解

釈 を 対 応 付 け る 機 能 を 有 す る 、 上 記 （ ２ ） に 記 載 の シ ス テ ム 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

（ ４ ） デ ー タ 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ か ら 、 検 査 項 目 の 牛

群 に お け る 平 均 値 を 算 出 す る 平 均 値 算 出 部 を さ ら に 備 え る 、 上 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ

か １ つ に 記 載 の シ ス テ ム 。

（ ５ ） 入 力 さ れ た 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ を 記 憶 す る デ ー タ 記 憶 部 、 検 出 さ れ た

逸 脱 項 目 を 記 憶 す る 逸 脱 項 目 記 憶 部 、 解 析 部 が 出 力 す る 解 析 結 果 を 記 憶 す る 解 析 結 果 記 憶

部 、 平 均 値 算 出 部 が 算 出 し た 平 均 値 を 記 憶 す る 平 均 値 記 憶 部 、 検 査 項 目 の 基 準 値 を 記 憶 す

る 基 準 値 記 憶 部 、 お よ び ／ ま た は 、 逸 脱 項 目 と こ れ に 対 応 す る 解 釈 と を 記 憶 す る 解 釈 記 憶

部 を さ ら に 備 え る 、 上 記 （ １ ） ～ （ ４ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の シ ス テ ム 。

（ ６ ） 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ に 含 ま れ る 検 査 項 目 の 測 定 値 、 該 検 査 項 目 の 基 準

値 お よ び ／ ま た は 基 準 範 囲 、 お よ び 、 該 検 査 項 目 の 牛 群 に お け る 平 均 値 か ら な る 群 か ら 選

択 さ れ る 項 目 を 表 示 し た 診 断 図 を 作 成 す る 診 断 図 作 成 部 を さ ら に 備 え る 、 上 記 （ １ ） ～ （

５ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の シ ス テ ム 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

（ ７ ） 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト に 基 づ く 牛 群 診 断 を 支 援 す る 方 法 で あ っ て 、

代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ に 含 ま れ る 逸 脱 項 目 を 検 出 す る 工 程 と 、

検 出 さ れ た 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 基 づ き 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の 対 象 と な っ た

ウ シ 個 体 に 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 係 る 解 釈 を 対 応 付 け る 工 程 と

を 含 む 前 記 方 法 。

（ ８ ） 検 出 さ れ た 逸 脱 項 目 、 お よ び ／ ま た は 、 対 応 付 け ら れ た 解 釈 が 牛 群 に 係 る も の か を

判 定 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 上 記 （ ７ ） に 記 載 の 方 法 。

（ ９ ） 牛 群 に 係 る 逸 脱 項 目 も し く は そ の 組 合 せ 、 お よ び ／ ま た は 、 牛 群 に 係 る 解 釈 に 基 づ

き 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の 対 象 と な っ た 牛 群 に 解 釈 を 対 応 付 け る 工 程 を さ ら に 含 む 、
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上 記 （ ８ ） に 記 載 の 方 法 。

（ １ ０ ） 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ か ら 、 検 査 項 目 の 牛 群 に お け る 平 均 値 を 算 出 す

る 工 程 を さ ら に 含 む 、 上 記 （ ７ ） ～ （ ９ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。

【 ０ ０ １ ０ 】

（ １ １ ） 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ に 含 ま れ る 検 査 項 目 の 測 定 値 、 該 検 査 項 目 の 基

準 値 お よ び ／ ま た は 基 準 範 囲 、 お よ び 、 該 検 査 項 目 の 牛 群 に お け る 平 均 値 か ら な る 群 か ら

選 択 さ れ る 項 目 を 表 示 し た 診 断 図 を 作 成 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 上 記 （ ７ ） ～ （ １ ０ ） の

い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。

（ １ ２ ） 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ を 取 得 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 上 記 （ ７ ） ～ （

１ １ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。

（ １ ３ ） 対 応 付 け ら れ た 解 釈 、 検 査 項 目 の 測 定 値 、 検 査 項 目 の 基 準 値 お よ び ／ ま た は 基 準

範 囲 、 検 査 項 目 の 牛 群 に お け る 平 均 値 、 お よ び 、 診 断 図 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 項 目 を

出 力 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 上 記 （ ７ ） ～ （ １ ２ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。

（ １ ４ ） 上 記 （ ７ ） ～ （ １ ３ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る

た め の プ ロ グ ラ ム 。

（ １ ５ ） 上 記 （ １ ４ ） に 記 載 の プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し た 記 憶 媒 体 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 以 下 の シ ス テ ム 、 方 法 お よ び プ ロ グ ラ ム に も 関 す る 。

（ １ ６ ） 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト に 基 づ く 牛 群 診 断 を 支 援 す る シ ス テ ム で あ っ て 、

代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ を 入 力 す る デ ー タ 入 力 部 と 、

前 記 デ ー タ に 含 ま れ る 逸 脱 項 目 を 検 出 す る 検 出 部 と 、

検 出 さ れ た 逸 脱 項 目 が 牛 群 に 係 る も の か を 判 定 す る 判 定 部 と 、

牛 群 に 係 る 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 基 づ き 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の 対 象 と な っ た

牛 群 に 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 係 る 解 釈 を 対 応 付 け る 解 析 部 と 、

解 析 部 に よ る 解 析 結 果 を 出 力 す る 出 力 部 と

を 備 え る 前 記 シ ス テ ム 。

（ １ ７ ） 解 釈 部 が 、 検 出 さ れ た 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 基 づ き 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ

ス ト の 対 象 と な っ た ウ シ 個 体 に 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 係 る 解 釈 を 対 応 付 け る 機 能 を

有 す る 、 上 記 （ １ ６ ） に 記 載 の シ ス テ ム 。

【 ０ ０ １ ２ 】

（ １ ８ ） デ ー タ 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ か ら 、 検 査 項 目 の

牛 群 に お け る 平 均 値 を 算 出 す る 平 均 値 算 出 部 を さ ら に 備 え る 、 上 記 （ １ ６ ） ま た は （ １ ７

） に 記 載 の シ ス テ ム 。

（ １ ９ ） 入 力 さ れ た 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ を 記 憶 す る デ ー タ 記 憶 部 、 検 出 さ れ

た 逸 脱 項 目 を 記 憶 す る 逸 脱 項 目 記 憶 部 、 解 析 部 が 出 力 す る 解 析 結 果 を 記 憶 す る 解 析 結 果 記

憶 部 、 平 均 値 算 出 部 が 算 出 し た 平 均 値 を 記 憶 す る 平 均 値 記 憶 部 、 検 査 項 目 の 基 準 値 を 記 憶

す る 基 準 値 記 憶 部 、 お よ び ／ ま た は 、 逸 脱 項 目 と こ れ に 対 応 す る 解 釈 と を 記 憶 す る 解 釈 記

憶 部 を さ ら に 備 え る 、 上 記 （ １ ６ ） ～ （ １ ８ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の シ ス テ ム 。

（ ２ ０ ） 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ に 含 ま れ る 検 査 項 目 の 測 定 値 、 該 検 査 項 目 の 基

準 値 お よ び ／ ま た は 基 準 範 囲 、 お よ び 、 該 検 査 項 目 の 牛 群 に お け る 平 均 値 か ら な る 群 か ら

選 択 さ れ る 項 目 を 表 示 し た 診 断 図 を 作 成 す る 診 断 図 作 成 部 を さ ら に 備 え る 、 上 記 （ １ ６ ）

～ （ １ ９ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の シ ス テ ム 。

【 ０ ０ １ ３ 】

（ ２ １ ） 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト に 基 づ く 牛 群 診 断 を 支 援 す る 方 法 で あ っ て 、

代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ に 含 ま れ る 逸 脱 項 目 を 検 出 す る 工 程 と 、

検 出 さ れ た 逸 脱 項 目 が 牛 群 に 係 る も の か を 判 定 す る 工 程 と 、

牛 群 に 係 る 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 基 づ き 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の 対 象 と な っ た

牛 群 に 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 係 る 解 釈 を 対 応 付 け る 工 程 と

を 含 む 前 記 方 法 。

（ ２ ２ ） 検 出 さ れ た 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 基 づ き 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の 対 象
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と な っ た ウ シ 個 体 に 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 係 る 解 釈 を 対 応 付 け る 工 程 を さ ら に 含 む

、 上 記 （ ２ １ ） に 記 載 の 方 法 。

（ ２ ３ ） 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ か ら 、 検 査 項 目 の 牛 群 に お け る 平 均 値 を 算 出 す

る 工 程 を さ ら に 含 む 、 上 記 （ ２ １ ） ま た は （ ２ ２ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。

【 ０ ０ １ ４ 】

（ ２ ４ ） 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ に 含 ま れ る 検 査 項 目 の 測 定 値 、 該 検 査 項 目 の 基

準 値 お よ び ／ ま た は 基 準 範 囲 、 お よ び 、 該 検 査 項 目 の 牛 群 に お け る 平 均 値 か ら な る 群 か ら

選 択 さ れ る 項 目 を 表 示 し た 診 断 図 を 作 成 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 上 記 （ ２ １ ） ～ （ ２ ３ ）

の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。

（ ２ ５ ） 代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス ト の デ ー タ を 取 得 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 上 記 （ ２ １ ） ～

（ ２ ４ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。

（ ２ ６ ） 対 応 付 け ら れ た 解 釈 、 検 査 項 目 の 測 定 値 、 検 査 項 目 の 基 準 値 お よ び ／ ま た は 基 準

範 囲 、 検 査 項 目 の 牛 群 に お け る 平 均 値 、 お よ び 、 診 断 図 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 項 目 を

出 力 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 上 記 （ ２ １ ） ～ （ ２ ５ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。

（ ２ ７ ） 上 記 （ ２ １ ） ～ （ ２ ６ ） の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ

る た め の プ ロ グ ラ ム 。

（ ２ ８ ） 上 記 （ ２ ７ ） に 記 載 の プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し た 記 憶 媒 体 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 に よ り 、 Ｍ Ｐ Ｔ の 検 査 結 果 の 的 確 で 漏 れ の な い 分 析 が 可 能 と な る た め 、 獣 医 師 の

経 験 や 知 識 等 の 違 い に よ る 診 断 精 度 の ば ら つ き を 低 減 し 、 高 精 度 の 診 断 結 果 を 安 定 し て 提

供 す る こ と が で き 、 牛 群 の 健 康 状 態 お よ び 生 産 性 を よ り 効 率 的 に 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と

な る 。 ま た 、 Ｍ Ｐ Ｔ の 検 査 結 果 の 分 析 を 迅 速 か つ 自 動 的 に 行 う こ と が で き る た め 、 獣 医 師

の 作 業 時 間 お よ び 労 力 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 形 態 １ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク

図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 逸 脱 項 目 記 憶 部 に 記 憶 さ れ る 情 報 の 一

例 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 解 釈 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 逸 脱 項 目

と こ れ に 対 応 す る 解 釈 の 例 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 解 釈 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 逸 脱 項 目

と こ れ に 対 応 す る カ テ ゴ リ ー 化 さ れ た 解 釈 の 例 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 の 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 解 析 結 果 記 憶 部 に 記 憶 さ れ る 情 報 の 例

を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 実 施 形 態 ２ Ａ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ

ク 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 の 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 判 定 部 が 、 牛 群 に 係 る と 判 定 し た 逸 脱

項 目 の デ ー タ 例 を 示 し た 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 発 明 の 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 判 定 結 果 記 憶 部 に 記 録 さ れ る デ ー タ 例

を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ９ は 、 本 発 明 の 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 解 釈 記 憶 部 に 記 憶 さ れ る 、 逸 脱 項 目 と

こ れ に 対 応 す る 個 体 に 係 る 解 釈 お よ び 牛 群 に 係 る 解 釈 の 例 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 実 施 形 態 ２ Ｂ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ

ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 実 施 形 態 ２ Ｃ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ

ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 実 施 形 態 ２ Ｄ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ
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ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 実 施 形 態 ３ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ

ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 各 検 査 項 目 に つ い て 、 検 査 値 と 基

準 値 と の 関 係 を 示 す 診 断 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 実 施 形 態 ４ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ

ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 実 施 形 態 ４ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の デ ー タ 処 理 方 法 の 一 例 を

示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 、 実 施 形 態 ５ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ

ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 図 １ ８ は 、 実 施 形 態 ６ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ

ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 図 １ ９ は 、 実 施 形 態 ７ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ

ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 図 ２ ０ は 、 本 発 明 の 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 概 略 の 構 成 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図

で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 以 下 で 説 明 す る 実 施 形 態

は 本 発 明 を 例 示 す る こ と を 意 図 し た も の で あ り 、 本 発 明 を 限 定 す る た め の も の で は な い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

＜ 実 施 形 態 １ ＞

　 図 １ は 、 実 施 形 態 １ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム １ ０ ０ の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク

図 で あ る 。 実 施 形 態 １ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 デ ー タ 入 力 部 １ ０ １ 、 デ ー

タ 記 憶 部 １ ０ ２ 、 検 出 部 １ ０ ３ 、 基 準 値 記 憶 部 １ ０ ４ 、 逸 脱 項 目 記 憶 部 １ ０ ５ 、 解 析 部 １

０ ６ 、 解 釈 記 憶 部 １ ０ ７ 、 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ お よ び 出 力 部 １ ０ ９ を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 デ ー タ 入 力 部 １ ０ １ は 、 Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ を 取 得 す る 。 Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ の 取 得 は キ ー ボ ー ド や

タ ッ チ パ ネ ル な ど の 入 力 装 置 か ら 行 っ て も よ い し 、 電 子 化 さ れ た デ ー タ を 、 記 憶 媒 体 イ ン

タ ー フ ェ イ ス や ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ ー フ ェ イ ス な ど の 通 信 イ ン タ ー フ ェ イ ス を 介 し て 読 み

込 む こ と に よ り 行 っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ の 形 式 は 、 検 査 対 象 の 個 体 と そ の 検 査 値 等 と が 対 応 付 け ら れ る 形 式 で あ れ

ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 デ ー タ 処 理 の 容 易 性 か ら 、 区 切 り 文 字 付 テ キ ス ト デ ー タ や 表 形 式

の デ ー タ が 好 ま し い 。 か か る デ ー タ 形 式 と し て は 、 限 定 さ れ ず に 、 例 え ば 、 csv形 式 、 tsv

形 式 、 ssv形 式 、 xml形 式 、 xls形 式 、 xlsx形 式 、 ods形 式 な ど が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ は 、 検 査 対 象 の 個 体 に 係 る 個 体 情 報 と 、 こ れ に 対 応 付 け ら れ た Ｍ Ｐ Ｔ に 係

る 検 査 値 と を 含 む 。

　 個 体 情 報 は 、 Ｍ Ｐ Ｔ の 検 査 対 象 と な っ た ウ シ 個 体 に 関 す る 情 報 で あ り 、 当 該 個 体 の 泌 乳

ス テ ー ジ 等 に 関 す る 情 報 を 含 む 。 泌 乳 ス テ ー ジ に 関 す る 情 報 と し て は 、 限 定 さ れ ず に 、 例

え ば 、 分 娩 日 、 乾 乳 日 、 分 娩 後 日 数 、 乾 乳 日 数 な ど が 挙 げ ら れ る 。 Ｍ Ｐ Ｔ の 検 査 項 目 の 多

く は 泌 乳 ス テ ー ジ に よ り 基 準 値 が 変 動 す る た め 、 泌 乳 ス テ ー ジ に 関 す る 情 報 は Ｍ Ｐ Ｔ デ ー

タ の 分 析 に お い て 重 要 で あ る 。 個 体 情 報 は 、 検 査 対 象 個 体 に 関 す る 他 の 情 報 、 好 ま し く は

、 Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ の 分 析 に 寄 与 し 得 る 他 の 情 報 を 含 ん で も よ い 。 Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ の 分 析 に 寄 与

し 得 る 他 の 情 報 と し て は 、 限 定 さ れ ず に 、 例 え ば 、 出 生 日 、 年 齢 、 月 齢 、 産 次 、 採 血 日 、

搾 乳 日 、 検 査 日 、 農 場 名 、 農 家 名 、 個 体 識 別 コ ー ド 、 品 種 、 体 重 、 検 査 担 当 者 名 な ど が 挙

げ ら れ る 。 例 え ば 、 出 生 日 、 年 齢 、 月 齢 、 個 体 識 別 コ ー ド な ど の 生 存 期 間 に 関 す る 情 報 は
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、 加 齢 に よ り 影 響 を 受 け る Ｍ Ｐ Ｔ の 検 査 項 目 の 解 釈 な ど に 有 用 で あ る 。 個 体 識 別 コ ー ド 、

品 種 な ど の 品 種 に 関 す る 情 報 は 、 品 種 に よ り 影 響 を 受 け る Ｍ Ｐ Ｔ の 検 査 項 目 の 解 釈 な ど に

有 用 で あ る 。 採 血 日 、 搾 乳 日 、 検 査 日 、 農 場 名 な ど の 、 検 査 が 行 わ れ た 時 期 や 場 所 に 関 す

る 情 報 は 、 検 体 の 採 取 や 処 理 に 問 題 が あ っ た か 否 か な ど の 判 断 や 、 気 候 に よ り 影 響 を 受 け

る Ｍ Ｐ Ｔ の 検 査 項 目 の 解 釈 な ど に 有 用 で あ る 。 検 査 担 当 者 名 な ど の 、 検 査 を 行 っ た 者 に 関

す る 情 報 は 、 検 体 の 採 取 や 処 理 に 問 題 が あ っ た か 否 か な ど の 判 断 材 料 と し て 用 い る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 検 査 値 は 、 Ｍ Ｐ Ｔ の 検 査 項 目 に 関 す る 個 々 の ウ シ 個 体 の 検 査 値 で あ る 。 Ｍ Ｐ Ｔ の 検 査 項

目 は 、 既 知 の 任 意 の も の を 含 み 得 る 。 か か る 検 査 項 目 と し て は 、 限 定 さ れ ず に 、 例 え ば 、

タ ン パ ク 質 代 謝 に 関 す る 検 査 項 目 、 脱 水 に 関 す る 検 査 項 目 、 肝 機 能 障 害 ・ 炎 症 に 関 す る 検

査 項 目 、 エ ネ ル ギ ー 代 謝 に 関 す る 検 査 項 目 、 栄 養 状 態 全 般 に 関 す る 検 査 項 目 、 ミ ネ ラ ル 代

謝 に 関 す る 検 査 項 目 、 ビ タ ミ ン に 関 す る 検 査 項 目 、 乳 量 お よ び 乳 成 分 に 関 す る 検 査 項 目 な

ど が 挙 げ ら れ る 。 タ ン パ ク 質 代 謝 に 関 す る 検 査 項 目 と し て は 、 限 定 さ れ ず に 、 例 え ば 、 血

液 尿 素 窒 素 （ BU N） 、 ア ル ブ ミ ン （ Alb） 、 グ ロ ブ リ ン （ Globま た は Glb） 、 ヘ マ ト ク リ ッ

ト （ Ht） 、 総 タ ン パ ク （ TP） な ど が 挙 げ ら れ る 。 脱 水 に 関 す る 検 査 項 目 と し て は 、 限 定 さ

れ ず に 、 例 え ば 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト （ Ht） 、 ナ ト リ ウ ム （ Na） 、 Albな ど が 挙 げ ら れ る 。 肝

機 能 障 害 ・ 炎 症 に 関 す る 検 査 項 目 と し て は 、 限 定 さ れ ず に 、 例 え ば 、 ア ス パ ラ ギ ン 酸 ア ミ

ノ ト ラ ン ス フ ェ ラ ー ゼ （ ASTま た は グ ル タ ミ ン 酸 オ キ サ ロ 酢 酸 ト ラ ン ス ア ミ ナ ー ゼ （ G OT)

） 、 γ グ ル タ ミ ル ト ラ ン ス ペ プ チ ダ ー ゼ （ γ GTPま た は G GT） 、 乳 酸 （ Lac)、 乳 酸 脱 水 素 酵

素 （ LD H)、 ク レ ア チ ニ ン （ Cre)、 ア ル ブ ミ ン ／ グ ロ ブ リ ン 比 （ A/G比 ） な ど が 挙 げ ら れ る

。 エ ネ ル ギ ー に 関 す る 検 査 項 目 と し て は 、 限 定 さ れ ず に 、 例 え ば 、 血 糖 （ Gluま た は Glc）

、 コ レ ス テ ロ ー ル （ Cho） 、 非 エ ス テ ル 型 脂 肪 酸 （ NEFA） 、 β ヒ ド ロ キ シ 酪 酸 （ BHBA） 、

ト リ グ リ セ リ ド （ TG） 、 ボ デ ィ コ ン デ ィ シ ョ ン ス コ ア （ BCS） 、 ル ー メ ン フ ィ ル ス コ ア （ R

FS） な ど が 挙 げ ら れ る 。 栄 養 状 態 全 般 に 関 す る 検 査 項 目 と し て は 、 限 定 さ れ ず に 、 例 え ば

、 Ht、 BCSな ど が 挙 げ ら れ る 。 ミ ネ ラ ル 代 謝 に 関 す る 検 査 項 目 と し て は 、 限 定 さ れ ず に 、

例 え ば 、 カ ル シ ウ ム （ Ca） 、 マ グ ネ シ ウ ム （ Mg） 、 銅 （ Cu） 、 亜 鉛 （ Zn） 、 鉄 （ Fe） 、 無

機 リ ン （ iP） な ど が 挙 げ ら れ る 。 ビ タ ミ ン に 関 す る 検 査 項 目 と し て は 、 限 定 さ れ ず に 、 例

え ば 、 β － カ ロ テ ン （ Car） 、 ビ タ ミ ン A（ V A） な ど が 挙 げ ら れ る 。 乳 量 お よ び 乳 成 分 に 関

す る 検 査 項 目 と し て は 、 限 定 さ れ ず に 、 例 え ば 、 乳 量 （ Milk） 、 乳 脂 率 （ Fat） 、 乳 タ ン

パ ク 質 率 （ Prot） 、 無 脂 固 形 分 率 （ SNF） 、 乳 タ ン パ ク 質 率 ／ 乳 脂 肪 率 比 （ P/F比 ） な ど が

挙 げ ら れ る 。 そ の 他 の 検 査 項 目 と し て は 、 例 え ば 、 糞 pHな ど が 挙 げ ら れ る 。 Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ

は 、 前 記 検 査 項 目 の ２ ま た は ３ 以 上 、 好 ま し く は １ ０ 以 上 、 よ り 好 ま し く は １ ５ 以 上 の 検

査 項 目 に 係 る 検 査 値 を 含 む 。 例 え ば 、 Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ は 、 Milk、 Fat、 Prot、 SNF、 Glu、 Cho

、 NEFA、 BHBA、 BCS、 BU N、 TP、 Alb、 Glob、 Ht、 Ca、 Mg、 AST、 G GTお よ び Carに 係 る 検 査 値

を 含 ん で も よ い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 デ ー タ 入 力 部 １ ０ １ は 、 取 得 し た Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ を 編 集 す る デ ー タ 編 集 機 能 を 備 え る こ と

が で き る 。 デ ー タ 編 集 機 能 に よ り 、 例 え ば 、 別 々 の ソ ー ス か ら 取 得 し た デ ー タ の 統 合 や 、

コ メ ン ト の 付 加 、 検 査 値 の 処 理 に よ る 別 の 検 査 値 の 生 成 な ど が 可 能 と な る 。 別 々 の ソ ー ス

か ら 取 得 し た デ ー タ の 統 合 の 例 と し て は 、 例 え ば 、 乳 検 デ ー タ か ら の 乳 量 お よ び 乳 成 分 に

関 す る 検 査 値 と 、 血 液 検 査 デ ー タ か ら の 検 査 値 と を 統 合 す る こ と な ど が 挙 げ ら れ る 。 コ メ

ン ト の 付 加 の 例 と し て は 、 例 え ば 、 臨 床 所 見 に 関 す る 情 報 を 付 加 す る こ と な ど が 挙 げ ら れ

る 。 検 査 値 の 処 理 に よ る 別 の 検 査 値 の 生 成 の 例 と し て は 、 例 え ば 、 乳 タ ン パ ク 率 を 乳 脂 肪

率 で 除 す こ と に よ る P/F比 の 算 出 、 ア ル ブ ミ ン を グ ロ ブ リ ン で 除 す こ と に よ る A/G比 の 算 出

な ど が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 デ ー タ 入 力 部 １ ０ １ が 取 得 ま た は 生 成 し た Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ は 、 デ ー タ 入 力 部 １ ０ １ か ら デ

ー タ 記 憶 部 １ ０ ２ に 送 ら れ 、 そ こ に 記 憶 さ れ る 。 デ ー タ 記 憶 部 １ ０ ２ は 、 書 き 込 み 可 能 な

任 意 の デ ー タ 記 憶 デ バ イ ス 、 例 え ば 、 Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｒ Ａ Ｍ 、 磁 気 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 デ ィ ス ク 、
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フ ラ ッ シ ュ メ モ リ な ど で 構 成 す る こ と が で き る 。 デ ー タ 記 憶 部 １ ０ ２ は 、 過 去 に 記 憶 し た

Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ を 全 て ま た は 一 部 保 持 し て い て も 、 全 て 保 持 し て い な く て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 基 準 値 記 憶 部 １ ０ ４ は 、 Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ に 含 ま れ る 各 検 査 項 目 の 基 準 値 を 記 憶 し て い る 。

基 準 値 と し て は 、 例 え ば 、 過 去 の Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ か ら 決 定 さ れ た 各 検 査 項 目 の 平 均 値 を 採 用

し て も よ い が 、 か か る 平 均 値 か ら 所 定 の 幅 （ 例 え ば 、 １ × 標 準 偏 差 （ Ｓ Ｄ ） ） を 上 下 に と

っ た 範 囲 を 基 準 値 （ 基 準 範 囲 ） と し て 設 定 す る こ と も で き る 。 Ｍ Ｐ Ｔ の 検 査 項 目 の 多 く は

泌 乳 ス テ ー ジ に よ っ て 変 動 す る た め 、 基 準 値 は 泌 乳 ス テ ー ジ ご と に 異 な っ た も の と す る こ

と が で き る 。 例 え ば 、 基 準 値 の 基 礎 と な る 検 査 値 を 分 娩 日 ま た は 乾 乳 日 か ら 所 定 期 間 毎 （

例 え ば １ ０ 日 毎 ） に 区 分 し て 各 区 分 に 含 ま れ る 検 査 値 の 平 均 値 を 算 出 し 、 こ れ を 各 区 分 （

以 下 で は 「 乳 期 」 と 称 す る こ と も あ る ） の 基 準 値 と す る こ と が で き る 。 基 準 値 を 乳 期 毎 に

設 定 す る 場 合 、 検 出 部 １ ０ ３ は 、 検 査 対 象 個 体 の 分 娩 後 日 数 も し く は 乾 乳 日 数 な ど の 情 報

、 ま た は 、 か か る 情 報 か ら 生 成 さ れ た 乳 期 に 係 る 情 報 か ら 対 応 す る 乳 期 の 基 準 値 を 選 択 し

、 こ れ を 検 査 値 と 比 較 す る こ と に な る 。 基 準 値 記 憶 部 １ ０ ４ に 記 憶 さ れ た 基 準 値 は 固 定 さ

れ た も の で あ っ て も 、 新 た な Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ を 基 に 更 新 可 能 な も の で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 検 出 部 １ ０ ３ は 、 Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ に 含 ま れ る 逸 脱 項 目 を 検 出 す る 。 す な わ ち 、 検 出 部 １ ０

３ は 、 デ ー タ 記 憶 部 １ ０ ２ か ら Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ を 読 み 出 し 、 Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ に 含 ま れ る 各 検 査

値 を 、 基 準 値 記 憶 部 １ ０ ４ に 記 憶 さ れ た 、 当 該 検 査 値 の 個 体 情 報 に 合 致 し た 基 準 値 と 比 較

し て 、 当 該 検 査 値 が 基 準 値 か ら 逸 脱 し て い る か 否 か を 判 断 し 、 対 応 す る 検 査 項 目 に 逸 脱 に

係 る 属 性 を 付 加 し 、 当 該 個 体 情 報 と 対 応 付 け て 逸 脱 項 目 記 憶 部 １ ０ ５ に 記 憶 す る 。 検 査 値

が 基 準 値 か ら 逸 脱 し て い る か 否 か は 、 例 え ば 、 基 準 値 が 検 査 項 目 の 平 均 値 な ど の 単 一 の 数

値 で あ る 場 合 は 、 検 査 値 が 当 該 基 準 値 か ら 所 定 の 範 囲 （ 例 え ば 、 基 準 値 の ± １ Ｓ Ｄ ） に 含

ま れ る か 否 か 、 基 準 値 が 数 値 範 囲 で あ る 場 合 は 、 検 査 値 が 当 該 基 準 範 囲 に 含 ま れ る か 否 か

に 基 づ い て 決 定 す る こ と が で き る 。 逸 脱 に 係 る 属 性 と し て は 、 例 え ば 、 検 査 値 が 基 準 範 囲

内 も し く は 基 準 値 か ら 所 定 の 範 囲 内 に あ る こ と を 示 す 「 非 逸 脱 」 、 検 査 値 が 基 準 範 囲 も し

く は 基 準 値 か ら 所 定 の 範 囲 以 上 も し く は そ れ よ り 高 い こ と を 示 す 「 高 値 」 、 ま た は 、 検 査

値 が 基 準 範 囲 も し く は 基 準 値 か ら 所 定 の 範 囲 以 下 も し く は そ れ よ り 低 い こ と を 示 す 「 低 値

」 を 付 加 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 属 性 は 、 特 定 の 数 値 （ 例 え ば 、 「 非 逸 脱 」 ＝ ０ 、 「

高 値 」 ＝ １ 、 「 低 値 」 ＝ － １ ） や 記 号 （ 例 え ば 、 「 非 逸 脱 」 ＝ Ｎ 、 「 高 値 」 ＝ Ｈ 、 「 低 値

」 ＝ Ｌ ） な ど で 表 し て も よ い 。 逸 脱 項 目 記 憶 部 １ ０ ５ に 記 憶 さ れ る 情 報 の 一 例 を 図 ２ に 示

す 。 図 ２ に 示 す 態 様 に お い て 、 逸 脱 項 目 記 憶 部 １ ０ ５ は 、 個 体 識 別 コ ー ド に 対 応 付 け て 、

各 検 査 項 目 に 対 す る 逸 脱 項 目 に 係 る 属 性 を 数 値 と し て 記 憶 す る 。 図 ２ に お け る 各 数 値 は 以

下 を 意 味 す る ： ０ ＝ 「 非 逸 脱 」 、 １ ＝ 「 高 値 」 、 － １ ＝ 「 低 値 」 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 解 析 部 １ ０ ６ は 、 逸 脱 項 目 記 憶 部 １ ０ ５ に 記 憶 さ れ た 逸 脱 項 目 に 係 る 情 報 を 読 み 出 し 、

当 該 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 対 応 す る 解 釈 を 、 解 釈 記 憶 部 １ ０ ７ に 記 憶 さ れ た 解 釈 の

中 か ら 選 択 す る 。 解 釈 は 、 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ か ら 推 測 さ れ る ウ シ 個 体 ま た は 牛 群

の 状 態 に 係 る 情 報 を 意 味 し 、 生 理 状 態 、 疾 病 、 飼 養 管 理 、 飼 料 給 与 な ど に 係 る 情 報 を 含 む

。 解 釈 に は 、 上 記 の ほ か 、 予 測 さ れ る リ ス ク や 、 チ ェ ッ ク す べ き 飼 養 管 理 項 目 な ど に 係 る

情 報 が 含 ま れ て い て も よ い 。 解 釈 記 憶 部 １ ０ ７ に は 、 所 定 の 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ と

そ れ に 対 応 す る 解 釈 と が 対 応 付 け ら れ て 記 憶 さ れ て い る 。 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ と 解

釈 と の 対 応 は 、 逸 脱 項 目 と ウ シ 個 体 の 健 康 状 態 も し く は 牛 群 の 飼 養 管 理 な ど と の 科 学 的 な

関 連 性 や 、 過 去 の デ ー タ の 解 析 な ど か ら 決 定 す る こ と が で き る 。 解 釈 記 憶 部 １ ０ ７ に 記 憶

さ れ て い る 逸 脱 項 目 と こ れ に 対 応 す る 解 釈 の 具 体 例 を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ に お い て 、 「 ＞ ０

」 は 検 査 値 が 属 性 「 高 値 」 を 有 す る こ と 、 「 ＞ ＝ ０ 」 は 検 査 値 が 属 性 「 高 値 」 ま た は 「 非

逸 脱 」 を 有 す る こ と 、 「 ＜ ０ 」 は 検 査 値 が 属 性 「 低 値 」 を 有 す る こ と 、 「 ＜ ＝ ０ 」 は 検 査

値 が 属 性 「 低 値 」 ま た は 「 非 逸 脱 」 を 有 す る こ と そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 し た が っ て 、 図 ３

に 示 す 例 で は 、 例 え ば 、 検 査 項 目 Milkの 高 値 と Fatの 低 値 と の 組 み 合 わ せ が 「 高 乳 量 に よ

る 低 乳 脂 」 と い う 解 釈 に 、 検 査 項 目 Fatの 低 値 、 Protの 高 値 ま た は 非 逸 脱 、 SNFの 高 値 ま た
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は 非 逸 脱 、 Gluの 高 値 、 お よ び 、 Htの 高 値 の 組 み 合 わ せ が 「 穀 物 （ デ ン プ ン ） 過 剰 」 と い

う 解 釈 に 、 Milkの 高 値 、 Fatの 低 値 ま た は 非 逸 脱 、 Protの 低 値 、 お よ び 、 SNFの 低 値 ま た は

非 逸 脱 が 「 高 乳 量 に よ る エ ネ ル ギ ー 不 足 」 と い う 解 釈 に そ れ ぞ れ 対 応 付 け ら れ て い る 。 図

３ に お い て 、 解 釈 は カ テ ゴ リ ー 化 さ れ て い な い 単 一 の 項 目 と し て 記 憶 さ れ て い る が 、 生 理

状 態 、 疾 病 、 飼 養 管 理 、 飼 料 給 与 、 予 測 さ れ る リ ス ク 、 チ ェ ッ ク す べ き 飼 養 管 理 項 目 な ど

の カ テ ゴ リ ー に カ テ ゴ リ ー 化 し て 記 憶 し て も よ く 、 出 力 時 に そ の カ テ ゴ リ ー に 係 る 情 報 を

解 釈 と 合 わ せ て 表 示 し た り 、 解 釈 を カ テ ゴ リ ー ご と に 表 示 し た り し て も よ い 。 カ テ ゴ リ ー

化 し て 記 憶 さ れ た 解 釈 の 例 を 図 ４ に 示 す 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 解 析 部 １ ０ ６ の 動 作 を 図 ２ お よ び 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る と 、 解 析 部 １ ０ ６ は 逸 脱 項 目

記 憶 部 １ ０ ５ に 記 憶 さ れ た 個 体 識 別 コ ー ド 「 1111」 に 対 応 付 け ら れ た 各 検 査 項 目 の 逸 脱 項

目 属 性 を 読 み 出 し て こ れ を 解 釈 記 憶 部 １ ０ ７ に 記 憶 さ れ た 逸 脱 項 目 属 性 と 比 較 す る 。 「 11

11」 の 個 体 に 対 応 付 け ら れ た 検 査 項 目 の 逸 脱 項 目 属 性 は 、 図 ３ に 示 す 「 高 乳 量 に よ る 低 乳

脂 」 と い う 解 釈 に 対 応 付 け ら れ た 逸 脱 項 目 属 性 と 一 致 す る が 、 そ れ 以 外 の 解 釈 に 対 応 付 け

ら れ た 逸 脱 項 目 属 性 に は 一 致 し な い た め 、 解 析 部 １ ０ ６ は 、 「 1111」 の 個 体 に 「 高 乳 量 に

よ る 低 乳 脂 」 と い う 解 釈 を 対 応 付 け て 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ に 記 憶 す る 。 同 様 に 、 「 2222

」 の 個 体 に 対 応 付 け ら れ た 検 査 項 目 の 逸 脱 項 目 属 性 は 、 図 ３ に 示 す 「 穀 物 （ デ ン プ ン ） 過

剰 」 と い う 解 釈 に 対 応 付 け ら れ た 逸 脱 項 目 属 性 と 一 致 す る が 、 そ れ 以 外 の 解 釈 に 対 応 付 け

ら れ た 逸 脱 項 目 属 性 に は 一 致 し な い た め 、 解 析 部 １ ０ ６ は 、 「 2222」 の 個 体 に 「 穀 物 （ デ

ン プ ン ） 過 剰 」 と い う 解 釈 を 対 応 付 け て 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ に 記 憶 す る 。 ま た 、 「 4444

」 の 個 体 に 対 応 付 け ら れ た 検 査 項 目 の 逸 脱 項 目 属 性 は 、 図 ３ に 示 す 「 ケ ト ー シ ス 」 と い う

解 釈 に 対 応 付 け ら れ た 逸 脱 項 目 属 性 と 一 致 す る が 、 「 酪 酸 発 酵 サ イ レ ー ジ に よ る 酪 酸 中 毒

」 と い う 解 釈 に 対 応 付 け ら れ た 逸 脱 項 目 属 性 と も 一 致 す る 一 方 、 そ れ 以 外 の 解 釈 に 対 応 付

け ら れ た 逸 脱 項 目 属 性 に は 一 致 し な い た め 、 解 析 部 １ ０ ６ は 、 「 4444」 の 個 体 に 「 ケ ト ー

シ ス 」 お よ び 「 酪 酸 発 酵 サ イ レ ー ジ に よ る 酪 酸 中 毒 」 と い う 解 釈 を 対 応 付 け て 解 析 結 果 記

憶 部 １ ０ ８ に 記 憶 す る 。 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ に 記 憶 さ れ る 情 報 の 例 を 図 ５ に 示 す 。 解 析

結 果 記 憶 部 １ ０ ８ に は 、 解 釈 の ほ か 、 個 体 に 対 応 付 け て 逸 脱 項 目 に 係 る 情 報 な ど を 記 憶 す

る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 各 個 体 の 逸 脱 項 目 に 基 づ く 解 釈 の 選 択 は 、 上 記 の よ う に 、 解 釈 記 憶 部 １ ０ ７ に 記 憶 さ れ

た 逸 脱 項 目 と の 完 全 一 致 を 基 準 に 行 う こ と も で き る が 、 部 分 一 致 の 解 釈 も 選 択 す る こ と 、

お よ び ／ ま た は 、 特 定 の 逸 脱 項 目 が 存 在 す る 場 合 に 特 定 の 解 釈 を 除 外 す る こ と な ど に よ り

行 う こ と も で き る 。 ま た 、 部 分 一 致 に よ り 複 数 の 解 釈 が 選 択 さ れ た 場 合 に 、 各 個 体 の 逸 脱

項 目 と 解 釈 記 憶 部 １ ０ ７ に 記 憶 さ れ た 逸 脱 項 目 と の 一 致 率 な ど に 応 じ て 特 定 の 解 釈 を 選 択

し た り 、 選 択 さ れ た 解 釈 に 順 位 付 け を す る こ と や 、 解 釈 に 対 応 付 け ら れ た 逸 脱 項 目 に 、 関

連 性 の 高 さ な ど を 基 準 に 重 み づ け を し 、 複 数 の 解 釈 が 選 択 さ れ た 場 合 に 、 よ り 関 連 性 の 高

い 逸 脱 項 目 を 有 す る 解 釈 を 選 択 し た り 、 選 択 さ れ た 解 釈 に 順 位 付 け を す る こ と な ど も 可 能

で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 出 力 部 １ ０ ９ は 、 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ 等 に 記 憶 さ れ た 情 報 を 出 力 す る 。 出 力 形 式 は 特

に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 各 種 の デ ィ ス プ レ イ に お け る 表 示 や プ リ ン タ に よ る 出 力 、 電 子 デ

ー タ の 送 信 や 移 送 可 能 な 記 憶 媒 体 へ の 記 憶 等 が 可 能 で あ る 。 出 力 内 容 に は 、 個 体 識 別 子 （

例 え ば 、 個 体 識 別 コ ー ド ） と 対 応 付 け ら れ た 解 釈 が 含 ま れ る 。 例 え ば 、 出 力 部 １ ０ ９ は 、

図 ５ の 解 析 結 果 記 憶 部 の 情 報 に 基 づ き 、 個 体 識 別 コ ー ド と 、 各 個 体 に 対 応 付 け ら れ た 解 釈

と を 併 記 し た 表 を 表 示 す る こ と が で き る 。 出 力 部 １ ０ ９ は ま た 、 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ に

格 納 さ れ た 情 報 以 外 の 情 報 、 例 え ば 、 デ ー タ 記 憶 部 １ ０ ２ に 格 納 さ れ た 個 体 情 報 や 基 準 値

記 憶 部 １ ０ ４ に 格 納 さ れ た 基 準 値 に 係 る 情 報 、 逸 脱 項 目 記 憶 部 １ ０ ５ に 格 納 さ れ た 逸 脱 項

目 に 係 る 情 報 な ど を 、 個 別 に ま た は 組 み 合 わ せ て 出 力 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

＜ 実 施 形 態 ２ ＞
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　 図 ６ 、 １ ０ ～ １ ２ は 、 実 施 形 態 ２ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ

ロ ッ ク 図 で あ る 。 実 施 形 態 ２ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム は 、 実 施 形 態 １ の 構 成 に 加 え 、

判 定 部 ２ ０ １ お よ び 任 意 に 判 定 結 果 記 憶 部 ２ ０ ２ を 有 す る 。 な お 、 実 施 形 態 ２ の 構 成 の う

ち 実 施 形 態 １ に も 存 在 し 、 か つ 、 同 様 の 機 能 を 果 た す も の に つ い て は 、 こ こ で の 説 明 を 省

略 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 判 定 部 ２ ０ １ は 、 検 出 部 １ ０ ３ に お い て 検 出 さ れ た 各 個 体 に 係 る

逸 脱 項 目 、 お よ び ／ ま た は 、 解 析 部 １ ０ ６ に よ り 各 個 体 に 対 応 付 け ら れ た 解 釈 が 牛 群 に 係

る も の か を 判 定 す る 。 逸 脱 項 目 や 解 釈 が 牛 群 に 係 る も の か 否 か は 、 例 え ば 、 当 該 逸 脱 項 目

や 解 釈 が 対 応 付 け ら れ た 個 体 が 、 あ る 牛 群 に 含 ま れ る 全 個 体 に 占 め る 割 合 を 基 準 に 判 定 す

る こ と が で き る 。 逸 脱 項 目 や 解 釈 が 牛 群 に 係 る も の か を 判 定 す る 手 法 の 一 例 を 以 下 に 示 す

。 ま ず 、 牛 群 単 位 で 同 じ 逸 脱 項 目 お よ び ／ ま た は 解 釈 の 出 現 数 を カ ウ ン ト し 、 得 ら れ た 出

現 数 の 牛 群 に 含 ま れ る 個 体 数 に 対 す る 割 合 を 算 出 す る 。 こ こ で 、 牛 群 は 上 述 の 乳 期 な ど に

基 づ い て 設 定 す る こ と が で き る 。 逸 脱 項 目 を 判 定 す る 場 合 、 当 該 割 合 は 、 あ る 牛 群 に お い

て 高 値 の 逸 脱 項 目 が 検 出 さ れ た 個 体 数 を 当 該 牛 群 の 総 個 体 数 で 除 し た 「 高 値 逸 脱 率 」 、 当

該 牛 群 に お い て 低 値 の 逸 脱 項 目 が 検 出 さ れ た 個 体 数 を 当 該 牛 群 の 総 個 体 数 で 除 し た 「 低 値

逸 脱 率 」 と し て 算 出 し 、 高 値 逸 脱 率 と 低 値 逸 脱 率 と の 和 が 所 定 の 値 よ り 小 さ い 場 合 は 、 当

該 逸 脱 項 目 を 当 該 牛 群 に 係 る も の で は な い と 判 定 し 、 高 値 逸 脱 率 ま た は 低 値 逸 脱 率 が 所 定

の 値 よ り 大 き い 場 合 は 、 当 該 逸 脱 項 目 を 当 該 牛 群 に 係 る も の と 判 定 す る 。 解 釈 を 判 定 す る

場 合 、 あ る 牛 群 に お い て 特 定 の 解 釈 が 対 応 付 け ら れ た 個 体 数 を 当 該 牛 群 の 総 個 体 数 で 除 し

た 「 解 釈 該 当 率 」 と し て 算 出 し 、 こ れ が 所 定 の 値 よ り 大 き い 場 合 は 、 当 該 解 釈 を 当 該 牛 群

に 係 る も の と 判 定 す る 。 上 記 所 定 の 値 と し て は 、 例 え ば 、 総 個 体 数 ６ の 牛 群 に お い て １ 個

体 が 逸 脱 項 目 ま た は 解 釈 を 有 す る 場 合 に 相 当 す る １ ／ ６ を 設 定 し 、 こ れ よ り 高 い （ す な わ

ち 、 ６ 頭 の う ち 、 ２ 頭 以 上 が 同 じ 逸 脱 項 目 ま た は 解 釈 を 有 す る ） 場 合 に 当 該 逸 脱 項 目 ま た

は 解 釈 を 牛 群 に 係 る も の と 判 定 す る こ と が で き る 。 判 定 結 果 は 判 定 結 果 記 憶 部 ２ ０ ２ に 記

憶 さ れ る か 、 解 析 部 １ ０ ６ に 送 ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 判 定 部 ２ ０ １ は 、 牛 群 に 係 る も の か を 判 定 す る 対 象 な ど に 応 じ て 、 解 析 部 １ ０ ６ に 対 し

て 種 々 の 位 置 を 取 る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ６ に 示 す 実 施 形 態 ２ Ａ に 係 る 牛 群 診 断 支 援

シ ス テ ム ２ ０ ０ で は 、 解 析 部 １ ０ ６ と 判 定 部 ２ ０ １ と が 並 列 と な っ て お り 、 出 力 部 １ ０ ９

で 、 判 定 部 ２ ０ １ か ら の 判 定 結 果 と 、 解 析 部 １ ０ ６ か ら の 解 析 結 果 と を 組 み 合 わ せ て 出 力

す る 構 成 と な っ て い る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 、 各 個 体 に 対 応 付 け ら れ た 解 釈 が 牛 群

に 係 る も の で あ る と の 情 報 や 、 各 逸 脱 項 目 が 牛 群 に 係 る も の で あ る と の 情 報 を 出 力 す る こ

と が で き る 。 ま た 、 同 じ 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 対 す る 解 釈 に 個 体 に 係 る も の （ 例 え

ば 、 生 理 状 態 や 疾 患 に 係 る 解 釈 な ど ） と 牛 群 に 係 る も の （ 例 え ば 、 飼 料 給 与 や 飼 養 管 理 に

係 る 解 釈 な ど ） と が あ る 場 合 、 逸 脱 項 目 が 牛 群 に 係 る も の で は な い と 判 定 さ れ た 個 体 に つ

い て は 、 牛 群 に 係 る 解 釈 を 合 わ せ て 出 力 し た り 、 逸 脱 項 目 が 牛 群 に 係 る も の で は な い と 判

定 さ れ た 個 体 に つ い て は 、 牛 群 に 係 る 解 釈 の 出 力 を 省 略 す る こ と も 可 能 で あ る 。 本 実 施 形

態 に お い て は 、 牛 群 に 係 る と 判 定 さ れ た 逸 脱 項 目 に 基 づ き 、 牛 群 を １ 個 体 と み な し て 解 析

部 １ ０ ６ と 同 様 の 処 理 を 行 い 、 牛 群 に 解 釈 を 対 応 付 け る こ と が で き る 。 判 定 部 ２ ０ １ が 牛

群 に 係 る と 判 定 し た 逸 脱 項 目 の デ ー タ 例 を 図 ７ に 、 判 定 結 果 記 憶 部 ２ ０ ２ に 記 憶 さ れ る デ

ー タ 例 を 図 ８ に そ れ ぞ れ 示 す 。 判 定 部 ２ ０ １ が 参 照 す る 逸 脱 項 目 と 解 釈 と の 対 応 関 係 に 係

る 情 報 は 、 解 析 部 １ ０ ６ が 参 照 す る 情 報 と 同 じ で あ っ て も 、 異 な っ て い て も よ い 。 図 ９ は

、 同 じ 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 対 し て 、 個 体 に 係 る 解 釈 と 牛 群 に 係 る 解 釈 と が そ れ ぞ

れ 対 応 付 け ら れ て い る 、 逸 脱 項 目 と 解 釈 と の 対 応 関 係 に 係 る 情 報 の 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 １ ０ に 示 す 実 施 形 態 ２ Ｂ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム ２ １ ０ に お い て 、 判 定 部 ２ ０ １

は 解 析 部 １ ０ ６ か ら 各 個 体 の 逸 脱 項 目 や 解 釈 に 係 る 情 報 を 受 け 取 り 、 こ れ が 牛 群 に 係 る も

の か を 判 定 し 、 判 定 結 果 を 解 析 部 １ ０ ６ に 返 し 、 解 析 部 １ ０ ６ は 当 該 判 定 結 果 に 基 づ い て

、 逸 脱 項 目 に 対 す る 最 終 的 な 解 釈 を 決 定 し 、 こ れ を 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ に 記 憶 す る 。 本
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実 施 形 態 に お い て は 、 判 定 結 果 記 憶 部 ２ ０ ２ は 不 要 と な り 、 ま た 、 同 じ 逸 脱 項 目 ま た は そ

の 組 合 せ に 対 す る 解 釈 に 個 体 に 係 る も の と 牛 群 に 係 る も の と が あ る 場 合 、 逸 脱 項 目 が 牛 群

に 係 る も の と 判 定 さ れ た 個 体 に つ い て は 、 牛 群 に 係 る 解 釈 を 合 わ せ て 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０

８ に 記 憶 し 、 逸 脱 項 目 が 牛 群 に 係 る も の で は な い と 判 定 さ れ た 個 体 に つ い て は 、 牛 群 に 係

る 解 釈 を 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ に 記 憶 し な い こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い

て 、 解 析 部 １ ０ ６ は 、 個 体 へ の 解 釈 の 対 応 付 け と 、 牛 群 へ の 解 釈 の 対 応 付 け を 互 い に 独 立

し た 処 理 と し て 行 う こ と も 可 能 で あ る し 、 個 体 へ の 解 釈 の 対 応 付 け を 先 に 行 い 、 解 釈 に 係

る 情 報 を 判 定 部 ２ ０ １ に 送 り 、 解 釈 が 牛 群 に 係 る も の か 否 か の 判 定 結 果 を 判 定 部 ２ ０ １ か

ら 受 け 取 り 、 こ の 結 果 を も と に 個 体 に 対 応 付 け ら れ た 解 釈 に 、 そ れ が 牛 群 に 係 る も の で あ

る か 否 か に 係 る 情 報 を 付 加 す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 １ １ に 示 す 実 施 形 態 ２ Ｃ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム ２ ２ ０ に お い て は 、 逸 脱 項 目 の

検 出 後 、 そ の 逸 脱 項 目 が 牛 群 に 係 る も の か 否 か を 判 定 部 ２ ０ １ で 判 定 し て こ れ を 判 定 結 果

記 憶 部 ２ ０ ２ に 記 憶 し 、 判 定 結 果 記 憶 部 ２ ０ ２ に 記 憶 さ れ た 判 定 結 果 を 解 析 部 １ ０ ６ に 送

り 、 解 析 部 １ ０ ６ で 判 定 結 果 を 考 慮 し て 、 個 体 お よ び ／ ま た は 牛 群 と 解 釈 と を 対 応 付 け 、

そ の 結 果 を 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ に 記 憶 す る 。 し た が っ て 、 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 牛

群 と 解 釈 と の 対 応 付 け の み 行 い 、 ウ シ 個 体 と 解 釈 と の 対 応 付 け を 省 略 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 １ ２ に 示 す 実 施 形 態 ２ Ｄ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム ２ ３ ０ に お い て は 、 逸 脱 項 目 の

検 出 後 、 そ の 逸 脱 項 目 を 解 析 部 １ ０ ６ に お い て 個 体 レ ベ ル で 解 釈 と 対 応 付 け て こ れ を 解 析

結 果 記 憶 部 １ ０ ８ に 記 憶 し 、 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ に 記 憶 さ れ た 解 析 結 果 を 判 定 部 ２ ０ １

に 送 り 、 そ こ で 逸 脱 項 目 お よ び ／ ま た は 解 釈 が 牛 群 に 係 る も の か 否 か を 判 定 す る と と も に

、 解 析 結 果 に 判 定 結 果 に 基 づ く 情 報 を 付 加 し 、 そ の 結 果 を 判 定 結 果 記 憶 部 ２ ０ ２ に 記 憶 す

る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

＜ 実 施 形 態 ３ ＞

　 図 １ ３ は 、 実 施 形 態 ３ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム ３ ０ ０ の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ

ク 図 で あ る 。 実 施 形 態 ３ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム ３ ０ ０ は 、 実 施 形 態 １ の 構 成 に 加 え

、 診 断 図 作 成 部 ３ ０ １ を 備 え る 。 な お 、 実 施 形 態 ３ の 構 成 の う ち 実 施 形 態 １ に も 存 在 し 、

か つ 、 同 様 の 機 能 を 果 た す も の に つ い て は 、 こ こ で の 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 診 断 図 作 成 部 ３ ０ １ は 、 デ ー タ 記 憶 部 １ ０ ２ お よ び 基 準 値 記 憶 部

１ ０ ４ に 格 納 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 診 断 図 を 作 成 す る 。 診 断 図 は 、 各 検 査 項 目 に つ い て 、

検 査 値 と 基 準 値 と の 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。 図 １ ４ に 診 断 図 の 例 を 示 す 。 同 図 に は 、 検 査

項 目 TP、 ASTお よ び Choに 係 る 検 査 値 と 基 準 値 と の 関 係 が 示 さ れ て お り 、 各 グ ラ フ 中 の プ ロ

ッ ト は 検 査 値 を 、 実 線 は 基 準 値 の 上 限 お よ び 下 限 を そ れ ぞ れ 表 し て い る 。 Ｙ 軸 は 各 検 査 項

目 の 数 値 を 示 し て い る 。 Ｙ 軸 の 表 示 は 、 検 査 値 と 基 準 値 と の 関 係 が 把 握 し や す い よ う 、 対

数 表 示 （ ASTの グ ラ フ 参 照 ） や 、 平 方 根 表 示 （ Choの グ ラ フ 参 照 ） な ど の 表 示 形 式 と し て も

よ い 。 Ｘ 軸 は 各 個 体 の 分 娩 後 日 数 ま た は 乾 乳 日 数 を 示 し て お り 、 「 D」 は 乾 乳 日 を 、 「 P」

は 分 娩 日 を 、 数 字 は 分 娩 後 日 数 を そ れ ぞ れ 示 す 。 診 断 図 に は 、 上 記 情 報 に 加 え 、 各 牛 群 の

検 査 値 の 平 均 値 を 表 示 す る こ と も 可 能 で あ る 。 診 断 図 作 成 部 ３ ０ １ に よ り 生 成 さ れ た 診 断

図 に 係 る 情 報 は 出 力 部 １ ０ ９ に 送 ら れ 、 そ の ま ま 出 力 さ れ る か 、 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ か

ら の 解 析 結 果 と 組 み 合 わ せ て 出 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ か ら の 解 析 結 果 は 、 例 え ば 、 診 断 図 の プ ロ ッ ト （ 検 査 値 ） に 対 応

付 け 、 コ メ ン ト と し て 表 示 し た り 、 診 断 図 が デ ィ ス プ レ イ 上 に 表 示 さ れ る 場 合 は 、 当 該 プ

ロ ッ ト を 画 面 上 で ク リ ッ ク ま た は タ ッ プ し た と き に 、 コ メ ン ト が 表 示 さ れ る よ う に す る こ

と が 可 能 で あ る 。 診 断 図 と 解 析 結 果 と を 組 み 合 わ せ る 機 能 は 、 出 力 部 １ ０ ９ で は な く 、 解

析 部 １ ０ ６ ま た は 診 断 図 作 成 部 ３ ０ １ が 担 っ て も よ い 。 ま た 、 逸 脱 項 目 記 憶 部 １ ０ ５ に 格

納 さ れ た 情 報 を 診 断 図 と 組 み 合 わ せ 、 各 検 査 項 目 の 逸 脱 属 性 に 応 じ て プ ロ ッ ト の 表 示 形 式
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（ 例 え ば 、 色 、 形 状 、 強 調 表 示 な ど ） を 異 な っ た も の と す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

＜ 実 施 形 態 ４ ＞

　 図 １ ５ は 、 実 施 形 態 ４ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム ４ ０ ０ の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ

ク 図 で あ る 。 実 施 形 態 ４ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム ４ ０ ０ は 、 実 施 形 態 ２ Ｂ の 構 成 と 実

施 形 態 ３ に お い て 診 断 図 と 解 析 結 果 と を 組 み 合 わ せ る 機 能 を 診 断 図 作 成 部 ３ ０ １ が 担 う 構

成 に 加 え 、 平 均 値 算 出 部 ４ ０ １ を 備 え る 。 な お 、 実 施 形 態 ４ の 構 成 の う ち 、 実 施 形 態 ２ Ｂ

ま た は ３ に も 存 在 し 、 か つ 、 同 様 の 機 能 を 果 た す も の に つ い て は 、 こ こ で の 説 明 を 省 略 す

る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 平 均 値 算 出 部 ４ ０ １ は 、 Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ の 各 検 査 項 目 に 係 る 牛 群 ご

と の 平 均 値 を 、 検 出 部 １ ０ ３ に よ り 牛 群 に 係 る 属 性 が 付 与 さ れ た 検 査 値 に 基 づ い て 算 出 し

、 こ れ を 診 断 図 作 成 部 ３ ０ １ に 送 る 。 診 断 図 作 成 部 ３ ０ １ は 、 平 均 値 算 出 部 ４ ０ １ か ら 送

ら れ た 各 項 目 の 各 牛 群 に 係 る 平 均 値 に 加 え 、 デ ー タ 記 憶 部 １ ０ ２ 、 基 準 値 記 憶 部 １ ０ ４ お

よ び 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ か ら の 情 報 に 基 づ い て 、 診 断 図 を 作 成 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 実 施 形 態 ４ に お け る デ ー タ の 処 理 を 、 図 １ ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 説 明 す る 。 ま

ず 、 デ ー タ 入 力 部 １ ０ １ に 入 力 さ れ た Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ は 、 デ ー タ 記 憶 部 １ ０ ２ に 記 憶 さ れ る

（ Ｓ ４ ０ ２ ） 。 次 に 、 デ ー タ 記 憶 部 １ ０ ２ に 記 憶 さ れ た Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ を 検 出 部 １ ０ ３ が 読

み 出 し 、 Ｍ Ｐ Ｔ の 対 象 と な っ た 各 個 体 を 、 分 娩 後 日 数 ま た は 乾 乳 後 日 数 に 基 づ き 、 乳 期 ご

と に 区 分 さ れ た 牛 群 に 分 類 し 、 各 個 体 に 牛 群 に 係 る 属 性 を 付 加 す る （ Ｓ ４ ０ ３ ） 。 検 出 部

１ ０ ３ は 次 い で 、 牛 群 に 係 る 属 性 を 付 加 し た 検 査 値 を 平 均 値 算 出 部 ４ ０ １ に 送 り 、 平 均 値

算 出 部 ４ ０ １ は か か る 情 報 に 基 づ き 、 各 検 査 項 目 に つ い て 、 牛 群 ご と の 平 均 値 を 算 出 し （

Ｓ ４ ０ ４ ） 、 こ れ を 診 断 図 作 成 部 ３ ０ １ に 送 る 。 検 出 部 １ ０ ３ は 次 に 、 各 個 体 に 付 加 さ れ

た 牛 群 に 係 る 属 性 に 基 づ き 、 各 検 査 項 目 に つ い て 基 準 値 記 憶 部 １ ０ ４ か ら 当 該 牛 群 に 対 応

す る 基 準 値 を 読 み 出 し 、 こ れ を 各 個 体 の 検 査 値 ｄ と 比 較 し （ Ｓ ４ ０ ５ ） 、 検 査 値 が 基 準 値

の 下 限 以 下 で あ る 場 合 は （ Ｓ ４ ０ ６ で ｄ ≦ 下 限 ） 、 当 該 検 査 値 に 係 る 個 体 の 検 査 項 目 に 属

性 「 低 値 」 を 付 加 し （ Ｓ ４ ０ ７ ） 、 基 準 値 の 下 限 よ り 大 き く 、 上 限 よ り 小 さ い 場 合 は （ Ｓ

４ ０ ６ で 下 限 ＜ ｄ ＜ 上 限 ） 、 属 性 「 非 逸 脱 」 を 付 加 し （ Ｓ ４ ０ ８ ） 、 基 準 値 の 上 限 以 上 で

あ る 場 合 は （ Ｓ ４ ０ ６ で ｄ ≧ 上 限 ） 、 属 性 「 高 値 」 を 付 加 す る （ Ｓ ４ ０ ９ ） 。 検 出 部 １ ０

３ は 、 各 個 体 に つ い て 、 検 査 項 目 に 付 加 さ れ た 属 性 を 逸 脱 項 目 記 憶 部 １ ０ ５ に 記 憶 す る （

Ｓ ４ １ ０ ） 。 検 出 部 １ ０ ３ は 、 上 記 処 理 を Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ に 含 ま れ る 全 検 査 値 に 対 し 繰 り 返

す （ Ｓ ４ １ １ で Ｎ ｏ ） 。 検 出 部 １ ０ ３ に よ る 全 検 査 値 の 処 理 が 終 了 す る と （ Ｓ ４ １ １ で Ｙ

ｅ ｓ ） 、 解 析 部 １ ０ ６ は 、 逸 脱 項 目 記 憶 部 １ ０ ５ か ら 個 体 ご と に 逸 脱 項 目 を 読 み 出 し 、 解

釈 記 憶 部 １ ０ ７ か ら 読 み 出 し た 逸 脱 項 目 と 解 釈 と の 対 応 情 報 の 中 に 、 当 該 逸 脱 項 目 ま た は

そ の 組 合 せ に 一 致 す る も の が あ る か 否 か を 調 査 す る （ Ｓ ４ １ ２ ） 。 一 致 す る も の が あ っ た

場 合 は 、 そ の 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 係 る 解 釈 を 個 体 に 対 応 付 け （ Ｓ ４ １ ３ ） 、 当 該

解 釈 を 当 該 個 体 と 対 応 付 け て 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ に 記 憶 す る （ Ｓ ４ １ ４ ） 。 解 析 部 １ ０

６ は 、 上 記 処 理 を 全 個 体 に 対 し て 繰 り 返 す （ Ｓ ４ １ ５ で Ｎ ｏ ） 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 解 析 部 １ ０ ６ に よ る 全 個 体 の 処 理 が 終 了 す る と （ Ｓ ４ １ ５ で Ｙ ｅ ｓ ） 、 判 定 部 ２ ０ １ は

、 各 牛 群 に つ い て 同 一 の 逸 脱 項 目 を 有 す る 個 体 数 を 調 査 し （ Ｓ ４ １ ６ ） 、 個 体 数 が 所 定 割

合 以 上 で あ れ ば （ Ｓ ４ １ ７ で Ｙ ｅ ｓ ） 、 当 該 逸 脱 項 目 に 属 性 「 牛 群 レ ベ ル 」 を 付 加 す る （

Ｓ ４ １ ８ ） 。 判 定 部 ２ ０ １ は 、 こ の 処 理 を 全 逸 脱 項 目 に 対 し て 繰 り 返 す （ Ｓ ４ １ ９ で Ｎ ｏ

） 。 判 定 部 ２ ０ １ に よ る 全 逸 脱 項 目 の 処 理 が 終 了 す る と （ Ｓ ４ １ ９ で Ｙ ｅ ｓ ） 、 判 定 部 ２

０ １ は 判 定 結 果 を 解 析 部 １ ０ ６ に 送 り 、 解 析 部 １ ０ ６ は 、 解 釈 記 憶 部 １ ０ ７ か ら 読 み 出 し

た 逸 脱 項 目 と 解 釈 と の 対 応 情 報 の 中 に 、 判 定 部 ２ ０ １ か ら 送 ら れ た 属 性 「 牛 群 レ ベ ル 」 が

付 加 さ れ た 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 一 致 す る も の が あ る か 否 か を 調 査 す る （ Ｓ ４ ２ ０

） 。 一 致 す る も の が あ っ た 場 合 は 、 そ の 逸 脱 項 目 ま た は そ の 組 合 せ に 係 る 解 釈 を 牛 群 に 対

応 付 け （ Ｓ ４ ２ １ ） 、 当 該 解 釈 を 当 該 牛 群 と 対 応 付 け て 解 析 結 果 記 憶 部 １ ０ ８ に 記 憶 す る
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（ Ｓ ４ ２ ２ ） 。 解 析 部 １ ０ ６ は 上 記 処 理 を 全 牛 群 に 対 し て 繰 り 返 す （ Ｓ ４ ２ ３ で Ｎ ｏ ） 。

解 析 部 １ ０ ６ に よ る 全 牛 群 の 処 理 が 終 了 す る と （ Ｓ ４ ２ ３ で Ｙ ｅ ｓ ） 、 診 断 図 作 成 部 ３ ０

１ は 、 デ ー タ 記 憶 部 １ ０ ２ 、 平 均 値 算 出 部 ４ ０ １ 、 基 準 値 記 憶 部 １ ０ ４ お よ び 解 析 結 果 記

憶 部 １ ０ ８ か ら の 情 報 を 基 に 診 断 図 を 作 成 し （ Ｓ ４ ２ ４ ） 、 出 力 部 １ ０ ９ は 結 果 を 出 力 す

る （ Ｓ ４ ２ ５ ） 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

＜ 実 施 形 態 ５ ＞

　 図 １ ７ は 、 実 施 形 態 ５ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム ５ ０ ０ の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ

ク 図 で あ る 。 実 施 形 態 ５ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム ５ ０ ０ は 、 実 施 形 態 １ の 構 成 に 加 え

、 正 否 情 報 入 力 部 ５ ０ １ お よ び 解 釈 更 新 部 ５ ０ ２ を 備 え る 。 な お 、 実 施 形 態 ５ の 構 成 の う

ち 実 施 形 態 １ に も 存 在 し 、 か つ 、 同 様 の 機 能 を 果 た す も の に つ い て は 、 こ こ で の 説 明 を 省

略 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 正 否 情 報 入 力 部 ５ ０ １ に 入 力 さ れ た 解 析 結 果 の 正 否 に 係 る 情 報

（ 正 否 情 報 ） に 基 づ い て 、 解 釈 更 新 部 ５ ０ ２ が 解 釈 記 憶 部 １ ０ ７ に 格 納 さ れ て い る 逸 脱 項

目 と 解 釈 と の 対 応 関 係 に 係 る 情 報 を 更 新 す る 。 こ の 構 成 に よ り 、 逸 脱 項 目 と 解 釈 と の 対 応

関 係 の 妥 当 性 を 確 認 す る と と も に 、 こ れ ま で 把 握 さ れ て い な か っ た 対 応 関 係 を 見 出 す こ と

が 可 能 と な る 。 解 釈 更 新 部 ５ ０ ２ は 、 正 否 情 報 が 、 解 釈 記 憶 部 １ ０ ７ に 格 納 さ れ た 情 報 を

更 新 す る の に 適 し て い る か を 判 定 し 、 そ の 判 定 結 果 に 基 づ い て 、 更 新 を 実 行 す る 構 成 と す

る こ と が で き る 。 こ の 構 成 に よ り 、 異 常 値 な ど に よ り 生 じ た 正 否 情 報 に よ り 解 釈 記 憶 部 １

０ ７ の 情 報 が 変 更 さ れ る こ と を 回 避 し 、 対 応 関 係 の 妥 当 性 を 維 持 す る こ と が 可 能 で あ る 。

正 否 情 報 の 適 否 は 、 例 え ば 、 同 じ エ ラ ー 情 報 （ 出 力 さ れ た 結 果 と 実 際 の 状 況 が 一 致 し な か

っ た と の 情 報 ） が 所 定 の 回 数 入 力 さ れ た こ と な ど を 基 準 に し て 行 う こ と が で き る 。 し た が

っ て 、 本 実 施 形 態 は 、 正 否 情 報 を 記 憶 し 蓄 積 す る 正 否 情 報 記 憶 部 を 備 え て い て も よ い 。 ま

た 、 成 功 情 報 （ 出 力 さ れ た 結 果 と 実 際 の 状 況 が 一 致 し た と の 情 報 ） が 入 力 さ れ る 回 数 に 応

じ て 、 解 釈 に 優 先 順 位 を 付 け る こ と も 可 能 で あ る 。 正 否 情 報 の 入 力 は 、 本 シ ス テ ム の ユ ー

ザ ー が 行 う こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に 係 る シ ス テ ム は 、 正 否 情 報 入 力 の た

め の 入 力 手 段 を 備 え た ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ イ ス を 備 え て い て も よ い 。 本 実 施 形 態 の 構 成

は 、 本 シ ス テ ム が 多 く の 正 否 情 報 を 収 集 で き る 可 能 性 の あ る ク ラ ウ ド ベ ー ス の シ ス テ ム で

あ る 場 合 に 特 に 有 用 で あ る 。 ま た 、 正 否 情 報 の 入 力 は 、 ユ ー ザ ー か ら 提 供 さ れ た 情 報 に 基

づ き 、 シ ス テ ム 管 理 者 、 ま た は 、 シ ス テ ム 製 作 者 が 行 う こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 ユ

ー ザ ー か ら の 情 報 の 提 供 は イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由 の も の に 限 ら れ ず 、 書 面 、 記 憶 媒 体 、 電 話

な ど 種 々 の 方 式 に よ る も の を 含 む 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

＜ 実 施 形 態 ６ ＞

　 図 １ ８ は 、 実 施 形 態 ６ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム ６ ０ ０ の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ

ク 図 で あ る 。 実 施 形 態 ６ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム ６ ０ ０ は 、 実 施 形 態 １ の 構 成 に 加 え

、 基 準 値 更 新 部 ６ ０ １ を 備 え る 。 な お 、 実 施 形 態 ６ の 構 成 の う ち 実 施 形 態 １ に も 存 在 し 、

か つ 、 同 様 の 機 能 を 果 た す も の に つ い て は 、 こ こ で の 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 基 準 値 更 新 部 ６ ０ １ は 、 デ ー タ 記 憶 部 １ ０ ２ に 格 納 さ れ た Ｍ Ｐ Ｔ

デ ー タ に 基 づ き 、 基 準 値 記 憶 部 １ ０ ４ に 格 納 さ れ た 各 検 査 項 目 の 基 準 値 に 係 る 情 報 を 更 新

す る 。 例 え ば 、 基 準 値 が 検 査 項 目 の 平 均 値 で あ る 場 合 、 基 準 値 更 新 部 ６ ０ １ は 、 デ ー タ 記

憶 部 １ ０ ２ か ら Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ に 含 ま れ る 検 査 値 を 、 基 準 値 記 憶 部 １ ０ ４ か ら 基 準 値 を そ れ

ぞ れ 読 み 出 し 、 検 査 値 を 加 味 し た 平 均 値 を 算 出 し て 、 こ れ を 新 た な 基 準 値 と し て 基 準 値 記

憶 部 １ ０ ４ に 記 憶 す る 。 こ の 構 成 に よ り 、 基 準 値 に 係 る 情 報 の 信 頼 性 を 高 め て い く こ と が

で き る 。 本 構 成 は 、 基 準 値 の 生 成 に 使 用 し た サ ン プ ル 数 が 少 な く 、 信 頼 性 が 比 較 的 低 い 検

査 項 目 に つ い て は 特 に 有 用 で あ る 。 例 え ば 、 基 準 値 は 、 乳 期 ご と 、 地 域 ご と 、 季 節 ご と な

ど 、 種 々 の 条 件 に 応 じ て 個 別 に 設 定 す る こ と も で き る が 、 そ れ に よ り 基 準 値 の 生 成 に 使 用

す る サ ン プ ル が 細 分 化 さ れ 、 そ の 分 サ ン プ ル 数 が 少 な く な る 。 ま た 、 実 施 形 態 ５ の 構 成 と
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同 様 、 本 実 施 形 態 の 構 成 は 、 本 シ ス テ ム が 多 く の Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ を 収 集 で き る 可 能 性 の あ る

ク ラ ウ ド ベ ー ス の シ ス テ ム で あ る 場 合 に 特 に 有 用 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

＜ 実 施 形 態 ７ ＞

　 図 １ ９ は 、 実 施 形 態 ７ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム ７ ０ ０ の 機 能 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ

ク 図 で あ る 。 実 施 形 態 ７ に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム ７ ０ ０ は 、 実 施 形 態 ２ Ｄ 、 ３ 、 ５ お

よ び ６ の 構 成 に 加 え 、 情 報 の 送 受 信 に 係 る 通 信 部 ７ １ １ 、 ７ ２ １ を 備 え る 。 な お 、 実 施 形

態 ７ の 構 成 の う ち 実 施 形 態 ２ Ｄ 、 ３ 、 ５ ま た は ６ に も 存 在 し 、 か つ 、 同 様 の 機 能 を 果 た す

も の に つ い て は 、 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 本 実 施 形 態 は 、 ク ラ ウ ド 型 シ ス テ ム で あ り 、 実 施 形 態 ２ Ｄ 、 ３ 、 ５ ま た は ６ に 存 在 す る

構 成 要 素 の う ち 、 デ ー タ 入 力 部 １ ０ １ 、 正 否 情 報 入 力 部 ５ ０ １ お よ び 出 力 部 １ ０ ９ は 、 端

末 と し て の 診 断 支 援 装 置 ７ １ ０ に 備 え ら れ 、 そ の 他 の 構 成 要 素 は サ ー バ ー ７ ２ ０ に 備 え ら

れ て い る 。 診 断 支 援 装 置 ７ １ ０ お よ び サ ー バ ー ７ ２ ０ に は 通 信 部 ７ １ １ （ 診 断 支 援 装 置 側

） お よ び ７ ２ １ （ サ ー バ ー 側 ） が そ れ ぞ れ 備 え ら れ 、 診 断 支 援 装 置 － サ ー バ ー 間 の 情 報 伝

達 を 媒 介 す る 。 診 断 支 援 装 置 ７ １ ０ の デ ー タ 入 力 部 １ ０ １ か ら 入 力 さ れ た Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ ７

０ １ は 通 信 部 ７ １ １ 、 ７ ２ １ を 介 し て サ ー バ ー ７ ２ ０ の デ ー タ 記 憶 部 １ ０ ２ に 送 ら れ 、 サ

ー バ ー ７ ２ ０ 内 で 処 理 さ れ 、 解 析 部 １ ０ ６ か ら の 解 析 結 果 、 判 定 部 ２ ０ １ か ら の 判 定 結 果

、 お よ び 、 診 断 図 作 成 部 ３ ０ １ か ら の 診 断 図 に 係 る 情 報 （ 出 力 用 デ ー タ ７ ０ ３ ） が 通 信 部

７ ２ １ 、 ７ １ １ を 介 し て 診 断 支 援 装 置 ７ １ ０ に 送 ら れ 、 出 力 部 １ ０ ９ か ら 出 力 さ れ る 。 診

断 支 援 装 置 ７ １ ０ か ら サ ー バ ー ７ ２ ０ に 送 ら れ た Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ ７ ０ １ は 、 基 準 値 更 新 部 ６

０ １ で 基 準 値 の 更 新 の た め に 利 用 さ れ る 。 ま た 、 診 断 支 援 装 置 ７ １ ０ の 正 否 情 報 入 力 部 ５

０ １ か ら 入 力 さ れ た 正 否 情 報 デ ー タ ７ ０ ２ は 、 通 信 部 ７ １ １ 、 ７ ２ １ を 介 し て サ ー バ ー ７

２ ０ に 送 ら れ 、 解 釈 更 新 部 ５ ０ ２ で 解 釈 の 更 新 の た め に 利 用 さ れ る 。 診 断 支 援 装 置 ７ １ ０

は 、 ク ラ ウ ド 型 シ ス テ ム の 端 末 と し て 利 用 で き る 装 置 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 タ ブ レ ッ

ト 、 ス マ ー ト フ ォ ン 、 モ バ イ ル Ｐ Ｃ 、 デ ス ク ト ッ プ Ｐ Ｃ な ど 種 々 の 装 置 を 含 む 。 本 実 施 形

態 の 構 成 に よ り 、 端 末 の 負 荷 を 軽 減 で き る と と も に 、 基 準 値 や 解 釈 に 係 る 情 報 の 更 新 な ど

を よ り 効 率 的 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 種 々 の 実 施 形 態 に 係 る 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム に つ い て 説 明 し た が 、 本 発

明 は こ れ ら の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 上 記 実 施 形 態 に 含 ま れ る 構 成 の 任 意 の

組 み 合 わ せ や 、 様 々 な 構 成 の 付 加 、 改 変 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 例 え ば 、 本 発 明 の 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ り 実 現 す る こ と も 可 能 で

あ る 。 図 ２ ０ は 、 ス タ ン ド ア ロ ン 型 の 本 発 明 の 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム を 実 現 す る タ ブ レ ッ

ト 型 コ ン ピ ュ ー タ ８ ０ ０ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 コ ン ピ ュ ー

タ ８ ０ ０ は 、 タ ッ チ パ ネ ル ８ １ ０ 、 通 信 イ ン タ ー フ ェ イ ス ８ ２ ０ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ８ ３ ０ 、 Ｒ Ａ Ｍ

８ ４ ０ お よ び ス ト レ ー ジ ８ ５ ０ を 含 む 。 ス ト レ ー ジ ８ ５ ０ に は 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 各

種 処 理 を 実 行 す る た め の 牛 群 診 断 支 援 プ ロ グ ラ ム ８ ５ １ 、 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム の 各 種 処

理 に 利 用 さ れ る 基 準 値 デ ー タ ８ ５ ２ お よ び 解 釈 デ ー タ ８ ５ ３ が 格 納 さ れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ８

３ ０ は 、 ス ト レ ー ジ ８ ５ ０ に 格 納 さ れ た 牛 群 診 断 支 援 プ ロ グ ラ ム ８ ５ １ の コ ー ド を 読 み 出

し 、 こ れ を 実 行 す る 。 し た が っ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ８ ３ ０ は 、 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム に お け る 検 出

部 、 解 析 部 、 判 定 部 、 平 均 値 算 出 部 、 診 断 図 作 成 部 、 基 準 値 更 新 部 、 解 釈 更 新 部 な ど の 機

能 を 実 現 す る 。 ス ト レ ー ジ ８ ５ ０ は 、 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム に お け る 各 種 記 憶 部 の 機 能 を

実 現 す る 。 Ｒ Ａ Ｍ ８ ４ ０ は プ ロ グ ラ ム 実 行 時 の 中 間 デ ー タ 等 を 記 憶 す る 。 タ ッ チ パ ネ ル ８

１ ０ は 、 出 力 部 、 正 否 情 報 入 力 部 な ど の 機 能 を 実 現 す る 。 通 信 イ ン タ ー フ ェ イ ス ８ ２ ０ は

、 デ ー タ 入 力 部 、 出 力 部 な ど の 機 能 を 実 現 す る 。 ま た 、 牛 群 診 断 支 援 プ ロ グ ラ ム ８ ５ １ の

コ ー ド が 読 み 出 さ れ る こ と に よ り 、 牛 群 診 断 支 援 シ ス テ ム に 係 る 処 理 の 一 部 ま た は 全 部 が

、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 稼 働 し て い る Ｏ Ｓ や 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 実 現 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 本 発 明 は ま た 、 上 記 に 示 す 方 法 、 か か る 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ 等 に よ り 実 現 す る プ ロ グ ラ

ム 、 お よ び 、 当 該 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し た 記 憶 媒 体 （ 例 え ば 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 ハ ー

ド デ ィ ス ク 、 磁 気 デ ィ ス ク 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｍ Ｏ 、 Ｄ Ｖ Ｄ 、 Ｂ Ｄ な ど の 光 磁 気 デ ィ ス ク 、

磁 気 テ ー プ 、 フ ラ ッ シ ュ メ モ リ な ど の 半 導 体 メ モ リ ） に 関 す る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ５ 】

１ ０ １ 　 デ ー タ 入 力 部

１ ０ ２ 　 デ ー タ 記 憶 部

１ ０ ３ 　 検 出 部

１ ０ ４ 　 基 準 値 記 憶 部

１ ０ ５ 　 逸 脱 項 目 記 憶 部

１ ０ ６ 　 解 析 部

１ ０ ７ 　 解 釈 記 憶 部

１ ０ ８ 　 解 析 結 果 記 憶 部

１ ０ ９ 　 出 力 部

２ ０ １ 　 判 定 部

２ ０ ２ 　 判 定 結 果 記 憶 部

３ ０ １ 　 診 断 図 作 成 部

４ ０ １ 　 平 均 値 算 出 部

５ ０ １ 　 正 否 情 報 入 力 部

５ ０ ２ 　 解 釈 更 新 部

６ ０ １ 　 基 準 値 更 新 部

７ ０ １ 　 Ｍ Ｐ Ｔ デ ー タ

７ ０ ２ 　 正 否 情 報 デ ー タ

７ ０ ３ 　 出 力 用 デ ー タ

７ １ ０ 　 診 断 支 援 装 置

７ １ １ 　 通 信 部 （ 診 断 支 援 装 置 側 ）

７ ２ ０ 　 サ ー バ ー

７ ２ １ 　 通 信 部 （ サ ー バ ー 側 ）

８ １ ０ 　 タ ッ チ パ ネ ル

８ ２ ０ 　 通 信 イ ン タ ー フ ェ イ ス

８ ３ ０ 　 Ｃ Ｐ Ｕ

８ ４ ０ 　 Ｒ Ａ Ｍ

８ ５ ０ 　 ス ト レ ー ジ

８ ５ １ 　 牛 群 診 断 支 援 プ ロ グ ラ ム

８ ５ ２ 　 基 準 値 デ ー タ

８ ５ ３ 　 解 釈 デ ー タ
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